
平成２３年３月１８日 

社団法人大日本水産会 

 

東日本大震災対策本部第２回会議 

 

 

 標記については、以下の通り行いました。 

 

記 

 

１．日時 平成２３年３月１８日（金）１６時００分より 

 

２．場所 社団法人大日本水産会 大会議室（三会堂ビル８階） 

 

３．議事概要 

（１）活動報告 

 ①各団体関係被害状況 

  ＊海洋水産システム協会・漁船保険中央会ほかよりも資料を添えて報告有り 

 ②協力、支援の可能性 

 ③義援金募集状況 

 ④ＨＰほか広報について 

 

（２）今後の対策 

 ①本対策本部と全漁連対策本部との連携による、行政への被害対策の要請を決定。 

 ②各関係省庁への原稿制度の適用拡大等も含めた具体的な要望事項の作成 

 ③募金のＰＲ活動内容の決定等 

以上 

 

 

  



平成 23年 3月 18日 

社団法人大日本水産会 

東日本大震災対策本部 

 

東日本大震災対策本部 

構成団体傘下会員の被害等状況（3/17現在） 

 

○報告要請事項 

①被害等状況報告（国へ報告したものなどあれば、被害を受けた船の状況など） 

②国等への協力（予定）についての報告 

 （1）緊急物資（食料、毛布等）の輸送へ船の提供（予定）など 

 （2）食料など協力可能な物資の状況 

 

①被害等状況報告 

 

人的被害： 

・消息不明者多数、家族と連絡が取れない者多数。 

・沖出し中に津波を受け、インドネシア船員が不明、機関長が負傷し病院へ搬送。（近かつ） 

 

設備被害： 

・事務所や施設の消失・損壊、浸水多数。停電、断水中。 

・船舶の流失、座礁、乗り上げ、火災多数。 

・安否確認ができていない船舶多数。 

 

②国等への協力（予定）についての報告 

 

・業界での支援船の活用を検討中。（日かつ） 

・募金の開始。（全水卸・シス協・全漁連） 

・缶詰 2,000個を提供。（全さんま） 

・理事会において対応を検討。（近かつ） 

 

 


